
自
然
、食
、人
が
旅
の
目
的

体験教育企画社長　　藤澤　安良

外
国
人
旅
行
者

受
け
入
れ
人
数

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ


年
度「
観
光
白
書
」

見学バスやナイトクルージング
工場夜景楽しむ観光が人気

　
北
海
道
室
蘭
市
　

信
州
Ｄ
Ｃ
、１
日
に
開
幕

山
岳
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
魅
力
発
信

白
馬
観
光
開
発
の
星
空
観
察
ツ
ア
ー

高
性
能
双
眼
鏡
な
ど
導
入

カフェをリニューアル
長野・山ノ内町

地元産のメニュー提供

夏季のテーマは
「日本の美」北陸キャンペーン

「自然に触れる旅」
山
口
県
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本

台
湾
、韓
国
向
け
コ
ナ
ン
ツ
ア
ー

「
瑞
風
」の
発
着
で

歓
迎
イ
ベ
ン
ト

下
関
市



　
沖
縄
の
梅
雨
明
け
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
北

陸
、
関
東
、
東
北
の
各
地
方
で

は
雨
の
日
が
続
く
よ
う
に
な

る
。
本
格
的
な
梅
雨
入
り
と
な

っ
た
。
す
っ
き
り
し
な
い
の
は

空
模
様
だ
け
で
は
な
い
。
閉
会

し
た
国
会
で
の
残
さ
れ
た
議
論

と
東
京
都
の
市
場
移
転
の
行
方

で
あ
る
。

　
国
会
議
員
の
人
格
否
定
の
暴

言
、
暴
行
に
も
驚
く
ば
か
り
で

あ
る
。
票
が
気
に
な
る
だ
ろ
う

が
、
票
は
人
の
思
い
の
表
現
の

結
果
で
あ
り
、
有
権
者
も
、
ス

タ
ッ
フ
も
す
べ
て
人
で
あ
る
。

人
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う

で
は
議
員
ど
こ
ろ
か
、
人
と
し

て
資
質
が
問
わ
れ
る
。
そ
ん
な

中
、
首
都
東
京
の
都
議
会
議
員

選
挙
も
ス
タ
ー
ト
し
注
目
を
集

め
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
の

活
性
化
が
大
命
題
で
あ
る
。

　
日
本
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま

で
の
気
候
が
大
き
く
違
う
。
そ

れ
は
、
景
観
や
動
植
物
の
生
態

系
の
違
い
で
あ
り
、
農
林
水
産

物
や
食
文
化
の
違
い
で
も
あ

る
。
日
本
酒
の
味
も
地
方
に
よ

り
傾
向
が
あ
り
、
精
米
度
数
や

純
米
な
ど
製
法
に
よ
り
、
ま
た

杜
氏
や
酒
蔵
に
よ
っ
て
大
き
く

違
う
。

　
修
学
旅
行
の
誘
客
に
関
し

て
、
旅
行
会
社
の
社
員
や
地
方

の
学
校
の
先
生
の
一
部
は
、

「
田
舎
か
ら
田
舎
へ
行
き
た
い

と
は
思
わ
な
い
」な
ど
と
言
う
。

方
言
も
、
歴
史
も
異
な
り
、
顕

微
鏡
や
ル
ー
ペ
で
見
る
に
及
ば

ず
、
同
種
の
植
物
や
動
物
の
大

き
さ
も
異
な
る
。
同
じ
地
域
は

あ
る
は
ず
も
な
く
、
同
じ
田
舎

と
く
く
る
考
え
で
は
、
見
る
べ

き
差
異
も
見
つ
け
ら
ず
、
学
び

も
な
い
。そ
れ
ら
の
違
い
こ
そ
、

非
日
常
で
あ
り
、
大
き
な
魅
力

で
あ
り
、
旅
と
し
て
訪
れ
る
価

値
で
も
あ
る
。

　
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
る
大

型
の
宿
泊
施
設
の
食
事
の
多
く

は
、
輸
入
、
冷
凍
、
工
場
加
工

の
業
務
用
の
出
来
合
い
の
総
菜

な
ど
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
あ
る
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、ハ
ン
バ
ー
グ
、

ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
焼
き
そ
ば
、
豚

カ
ツ
、
唐
揚
げ
、
焼
き
肉
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
も
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
だ
と

す
る
と
食
の
違
い
は
見
つ
け
に

く
い
。
コ
ス
ト
を
気
に
す
る
の

は
当
然
だ
か
、
お
腹
が
い
っ
ぱ

い
に
な
れ
ば
い
い
な
ど
と
考
え

て
い
る
な
ら
、
旅
の
魅
力
を
半

減
さ
せ
、
顧
客
満
足
度
は
高
ま

ら
な
い
。
食
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
宿
泊
施
設
は
、
ボ
デ
ィ
ブ

ロ
ー
が
後
で
効
い
て
く
る
よ
う

に
、
い
ず
れ
苦
戦
す
る
こ
と
に

な
る
。
食
事
は
地
産
地
消
に
徹

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
人
も
同
様
に
似
た
人
は
い
る

が
、
１
人
と
し
て
同
じ
人
が
い

な
い
。
そ
の
人
と
の
出
会
い
が

魅
力
で
あ
り
、
大
き
な
学
び
の

も
と
と
な
る
。
し
か
し
、
旅
の

多
く
は
、
名
所
旧
跡
、
自
然
景

観
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

「
人
」
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ

た
旅
行
企
画
は
少
な
い
。
観
光

地
の
ガ
イ
ド
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

は
、
人
と
人
の
関
わ
り
を
大
切

に
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
つ
つ
あ

る
。
一
方
通
行
の
説
明
型
で
は

な
く
、
双
方
向
で
の
交
流
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る

よ
う
な
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

る
。高
齢
者
の
知
恵
や
技
や
匠
、

体
験
談
や
人
生
訓
、
多
岐
に
わ

た
る
分
野
で
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
生
き
方
、
智
恵
や
技
の
後

世
へ
の
伝
承
な
ど
、
人
間
関
係

が
希
薄
に
な
る
一
方
の
今
日
、

人
が
人
に
学
ぶ
機
会
が
潜
在
的

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
自
然
と
田
舎
の
景

観
、
農
山
漁
村
の
営
み
と
食
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
人
が
、
旅

の
目
的
提
案
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
地
方
創
生
の
実
現
は
そ
こ

か
ら
始
ま
る
。

（９） 第２８９８号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）７月１日（土曜日）

　　　　　船上から楽しむ室蘭の夜景

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
る

白
鳥
大
橋
の
夜
景

　
北
海
道
を
代
表
す
る
工
業

都
市
、
室
蘭
市
の
港
に
広
が

る
工
場
夜
景
を
楽
し
む
観
光

が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
三
方
が
丘
陵
で
囲
ま
れ
、

細
長
い
湾
と
な
っ
て
い
る
室

蘭
港
。
製
鉄
所
や
製
油
所
な

ど
多
く
の
工
場
が
港
に
面
し

て
立
地
し
、
夕
方
に
な
る
と

保
安
灯
が
一
斉
に
灯
さ
れ
、

海
に
も
美
し
く
映
え
る
。
湾

を
ま
た
ぐ
全
長
１
３
８
０
㍍

の
白
鳥
大
橋
や
背
後
に
あ
る

測
量
山
の
電
波
塔
で
は
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。

　
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

こ
の
幻
想
的
な
工
場
夜
景
を

楽
し
み
に
訪
れ
る
観
光
客
が

増
え
て
い
る
。
特
に
６
月
に

入
っ
て
か
ら
は
、
工
場
夜
景

の
ス
ポ
ッ
ト
を
回
る
夜
景
見

学
バ
ス
や
港
内
を
巡
る
夜
景

ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
利

用
が
好
調
だ
。

　
工
場
夜
景
を
組
み
込
ん
だ

札
幌
か
ら
の
日
帰
り
観
光
バ

ス
や
各
地
か
ら
の
ド
ラ
イ
ブ

客
の
入
り
込
み
、
道
内
各
地

を
巡
る
観
光
ツ
ア
ー
の
立
ち

寄
り
も
目
立
っ
て
増
え
て
い

る
。

　
地
元
の
取
り
組
み
も
活
発

化
し
て
い
る
。室
蘭
市
で
は
、

商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
と

室
蘭
観
光
推
進
連
絡
会
議
を

設
け
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
を
は
じ
め
、
全
国
工
場

夜
景
会
議
と
の
連
携
、
土
産

品
の
開
発
、
見
学
バ
ス
の
運

行
な
ど
、
工
場
夜
景
を
中
心

と
し
た
観
光
の
活
性
化
に
力

を
入
れ
る
。
９
月
に
は
、
道

内
外
か
ら
の
観
光
客
に
観
光

名
所
を
撮
影
し
て
も
ら
う

「
撮
り
フ
ェ
ス
」
を
昨
年
に

続
き
開
催
す
る
。

　
北
海
道
の
胆
振
総
合
振
興

局
で
も
、
８
月
に
２
泊
３
日

の
日
程
で
室
蘭
、
苫
小
牧
両

市
の
工
場
夜
景
を
巡
る
フ
ォ

ト
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、参
加
、

作
品
応
募
を
通
じ
て
地
域
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
室
蘭
夜
景
見
学
バ
ス
は
、

４
月
か
ら

月
末
ま
で
の
毎

週
土
曜
と
、
７
～
９
月
の
３

連
休
の
日
曜
に
運
行
。
夜
景

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
、
４
月
か

ら

月
末
ま
で
の
毎
日
運
航

し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ポ
ス
タ
ー

　
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井

県
と
北
陸
経
済
連
合
会
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
日
本
の
美
は
、
北

陸
に
あ
り
。
」
を
開
催
し
て

い
る
。

月

日
ま
で
。
季

節
ご
と
に
特
色
あ
る
テ
ー
マ

を
打
ち
出
し
、
よ
り
深
い
北

陸
の
魅
力
に
触
れ
る
プ
ラ
ン

を
提
案
。夏
季（
７
、８
月
）

の
テ
ー
マ
は
「
北
陸
の
自
然

に
触
れ
る
旅
」
と
設
定
し
て

い
る
。

　
富
山
県
は
、
立
山
黒
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
と
黒
部
ダ
ム

（
立
山
町
）
を
Ｐ
Ｒ
。
６
月


日
か
ら

月

日
に
行
わ

れ
る
黒
部
ダ
ム
の
観
光
放
水

は
圧
巻
。
黒
部
湖
で
は
遊
覧

船
か
ら
景
色
が
楽
し
め
る
。

　
石
川
県
は
、
白
米
千
枚
田

（
輪
島
市
）
を
売
り
込
む
。

青
々
と
し
た
稲
と
日
本
海
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事
。
キ

リ
コ
祭
り
も
開
催
さ
れ
る
こ

の
季
節
は
、
能
登
半
島
観
光

に
最
適
と
ア
ピ
ー
ル
。

　
福
井
県
は
、
平
泉
寺
白
山

神
社
（
勝
山
市
）
の
魅
力
を

発
信
。
今
年
開
山
１
３
０
０

年
を
迎
え
る
霊
峰
白
山
の
越

前
側
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、

千
年
以
上
前
の
石
畳
参
道
や

当
時
の
礎
石
な
ど
が
今
も
残

り
、
青
苔
の
美
し
さ
と
と
も

に
素
晴
ら
し
い
自
然
の
姿
を

楽
し
め
る
。

　
各
県
で
は
、
期
間
限
定
の

特
別
プ
ラ
ン
な
ど
を
用
意
。

旅
行
商
品
な
ど
も
発
売
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、「
Ｊ
Ｒ
お
で
か
け
ネ

ッ
ト
」
の
専
用
ペ
ー
ジ
や
携

帯
ア
プ
リ
「
マ
イ
フ
ェ
バ
」

で
北
陸
の
旬
な
情
報
を
発
信

し
て
い
る
。

　
山
口
県
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本

は
、
台
湾
と
韓
国
か
ら
の
訪

日
旅
行
者
を
対
象
と
し
た

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
や
ま
ぐ
ち

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
」
を
７

月
１
日
に
開
始
す
る
。
ア
ジ

ア
で
も
人
気
の
あ
る
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
名
探
偵
コ

ナ
ン
」
を
起
用
し
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
の
ツ
ア
ー
。
来

年
３
月

日
ま
で
。

　
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
は
、

山
口
エ
リ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
５
カ
所
の
観
光
地
を

巡
り
な
が
ら
「
名
探
偵
コ
ナ

ン
」
の
世
界
観
の
も
と
で
本

格
推
理
を
楽
し
む
。
観
光
施

設
の
料
金
割
引
や
「
名
探
偵

コ
ナ
ン
」
に
ち
な
ん
だ
記
念

品
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。

　
四
つ
の
お
楽
し
み
ス
ポ
ッ

ト
で
は
、
推
理
の
た
め
の

「
お
助
け
ヒ
ン
ト
」
が
も
ら

え
る
。
記
念
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
一
緒
に
写
真
が
撮
れ
る

Ａ
Ｒ
記
念
撮
影
な
ど
の
企
画

も
用
意
し
て
い
る
。

　
山
口
県
で
は
今
年
秋
に
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
開
催
さ
れ
る
。

　
山
口
県
下
関
市
は
、
６
月


日
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
運
行

を
開
始
し
た
「
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

　
瑞
風
」
の
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
発

着
を
記
念
し
て
、
市
内
の
施

設
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
「
ふ

く
ち
ょ
う
ち
ん
」
の
展
示
な

ど
の
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト

を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
連
携
し
て

実
施
し
て
い
る
。

　
「
瑞
風
」
初
列
車
の
到
着

と
な
る
６
月

日
に
は
、
車

両
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ

る
グ
リ
ー
ン
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
海
峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
や

「
は
い
！
か
ら
っ
と
横
丁
大

観
覧
車
」、「
消
防
局
庁
舎
鉄

塔
」
で
実
施
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
の
自
由
通
路

周
辺
、
改
札
内
で
は
、
従
来

の
赤
、
青
、
黄
色
の
カ
ラ
フ

ル
な
ふ
く
ち
ょ
う
ち
ん
に
、

瑞
風
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
の

緑
を
追
加
し
て
歓
迎
を
演
出

し
た
。
２
０
１
８
年
１
月
末

ま
で
展
示
さ
れ
る
。

　
沿
線
で
は
、
下
関
市
内
の

豊
浦
、
吉
見
、
安
岡
の
各
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

瑞
風
に
手
振
り
活
動
を
行
っ

て
歓
迎
し
て
い
る
。

　
６
月

日
に
は
Ｊ
Ｒ
下
関

駅
で
到
着
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
。
村
岡
嗣
政
・
山
口
県
知

事
、
前
田
晋
太
郎
・
下
関
市

長
、
松
村
孝
明
・
山
口
県
観

光
連
盟
会
長
、
伊
勢
正
文
・

Ｊ
Ｒ
西
日
本
執
行
役
員
広
島

支
社
長
ら
が
、
乗
客
を
歓
迎

し
た
ほ
か
、
伝
統
芸
能
の
平

家
踊
り
も
披
露
さ
れ
た
。

　
６
月

日
に
は
山
陰
コ
ー

ス
上
り
列
車
の
出
発
セ
レ
モ

ニ
ー
を
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
で
開

催
。
毎
年
、
下
関
の
先
帝
祭

で
行
わ
れ
る
上
臈
道
中
が
特

別
に
披
露
さ
れ
、
乗
客
は
記

念
撮
影
を
楽
し
ん
だ
。

　
白
馬
観
光
開
発
（
本
社
・

長
野
県
白
馬
村
）
は
、
カ
メ

ラ
レ
ン
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
大

手
メ
ー
カ
ー
、
ケ
ン
コ
ー
・

ト
キ
ナ
ー
（
同
・
東
京
都
中

野
区
）と
の
連
携
に
よ
っ
て
、

７
～

月
に
白
馬
八
方
尾
根

で
開
催
す
る
星
空
観
察
ツ
ア

ー
に
高
性
能
な
双
眼
鏡
や
天

体
望
遠
鏡
を
導
入
す
る
。

　
白
馬
観
光
開
発
で
は
、
ゴ

ン
ド
ラ
リ
フ
ト
で
白
馬
八
方

尾
根
の
標
高
約
１
４
０
０
㍍

の
地
点
に
上
り
、
満
天
の
星

空
を
楽
し
む
星
空
観
察
ツ
ア

ー
「
天
空
の
天
体
シ
ョ
ー
」

「
流
星
群
観
察
会
」
を
昨
シ

ー
ズ
ン
か
ら
開
催
し
て
い

る
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
ケ
ン
コ

ー
・
ト
キ
ナ
ー
の
非
球
面
レ

ン
ズ
を
採
用
し
た
高
性
能
双

眼
鏡
や
、
高
性
能
な
天
体
望

遠
鏡
を
す
べ
て
の
ツ
ア
ー
に

導
入
。
白
馬
の
星
空
を
よ
り

身
近
に
体
験
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
天
文
歴

年
の
ベ
テ

ラ
ン
ガ
イ
ド
が
解
説
す
る
。

　
天
空
の
天
体
シ
ョ
ー
は
７

月

日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

８
月
末
ま
で
は
土
曜
と
特
定

日
に
開
催
。
９
～

月
は
金

・
土
曜
に
開
催
す
る
。
料
金

は
大
人
２
３
０
０
円
、
小
学

生
１
５
５
０
円
。

　
流
星
群
観
察
会
は
、
７
月


・

日
に
み
ず
が
め
座
デ

ル
タ
南
流
星
群
、
８
月

・


日
に
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星

群
、

月

日
に
オ
リ
オ
ン

座
流
星
群
を
楽
し
む
。
料
金

は
大
人
６
９
０
０
円
、
小
学

生
４
５
０
０
円
。

　
星
空
観
察
ツ
ア
ー
の
ほ
か

に
も
、
ケ
ン
コ
ー
・
ト
キ
ナ

ー
と
連
携
し
た
写
真
撮
影
の

イ
ベ
ン
ト
を
白
馬
八
方
尾
根

な
ど
で
９
、

月
に
開
催
す

る
。

　
長
野
県
山
ノ
内
町
の
観
光

ま
ち
づ
く
り
会
社
、
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち

（
岡
嘉
紀
社
長
）は
、地
元
に

開
設
し
た
カ
フ
ェ
「
Ｃ
Ｈ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｅ（
チ
ャ
ミ
セ
）」を

７
月
７
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
。
地
元
の
農
産
物

に
こ
だ
わ
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー

の
提
供
な
ど
を
開
始
す
る
。

　
同
店
舗
は
昨
年
５
月
に
オ

ー
プ
ン
。
地
獄
谷
野
猿
公
苑

の
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
の
見
学

に
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
を

は
じ
め
、
国
内
旅
行
者
、
地

域
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

増
え
つ
つ
あ
る
国
内
女
性
客

へ
の
対
応
と
し
て
、
地
元
の

果
物
や
野
菜
を
使
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
を
強
化
。
店

内
も
テ
ー
ブ
ル
席
を
増
や
す

な
ど
の
改
修
を
実
施
し
た
。

　
カ
フ
ェ
で
は
地
元
の
リ
ン

ゴ
な
ど
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ド
リ
ン
ク
や
フ
ロ
ー
ズ
ン

ド
リ
ン
ク
、
フ
レ
ン
チ
ト
ー

ス
ト
な
ど
が
楽
し
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
や
長
野
県

な
ど
が
主
催
す
る
信
州
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
信
州
Ｄ
Ｃ
）
が
７
月

１
日
に
開
幕
。
長
野
県
で
実

施
す
る
Ｄ
Ｃ
は
７
年
ぶ
り
５

回
目
。
長
野
県
が
「
世
界
水

準
の
山
岳
高
原
観
光
地
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

か
ら「
世
界
級
リ
ゾ
ー
ト
へ
、

よ
う
こ
そ
。
山
の
信
州
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し
て
、

県
内
各
地
で
特
別
企
画
な
ど

を
展
開
す
る
。
９
月

日
ま

で
。

　
信
州
Ｄ
Ｃ
の
特
別
企
画
で

は
、
県
内
に
宿
泊
す
る
旅
行

者
に
宿
泊
券
な
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
「
撮
っ
て
！
泊
ま

っ
て
！
信
州
の
絶
景
＆
宿
泊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
や
リ
フ
ト
の
割
引
チ

ケ
ッ
ト
「
天
空
の
ク
ー
ポ

ン
」
、
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
す
る
「
山
の
信
州

・
子
ど
も
体
験
塾
」
、
食
の

魅
力
を
発
信
す
る
「
信
州
山

ご
は
ん
＆
地
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
を
開
催
す
る
。

　
鉄
道
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
特
急
列

車
の
相
互
乗
り
入
れ
、
小
海

線
へ
の
新
し
い
観
光
列
車

「
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
　
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
　

１
３
７
５
」
の
導
入
、
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
な

ど
が
行
わ
れ
る
。

　
Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
は
、
着
地

型
周
遊
バ
ス
ツ
ア
ー
が
実
施

さ
れ
る
ほ
か
、
旅
行
会
社
各

社
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
行
商

品
を
展
開
し
て
い
る
。

　
受
け
入
れ
環
境
の
向
上
、

長
期
滞
在
で
き
る
環
境
の
整

備
な
ど
、
Ｄ
Ｃ
で
の
取
り
組

み
を
期
間
終
了
後
の
観
光
地

域
づ
く
り
に
も
生
か
し
て
い

く
。

　
政
府
の
２
０
１
７
年
度
版

「
観
光
白
書
」
は
、
世
界
の

観
光
の
動
向
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
る
。
世
界
各
国
の
外

国
人
旅
行
者
受
け
入
れ
人
数

を
ラ
ン
キ
ン
グ
で
比
較
し
、

日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
水

準
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
２
０
１
５
年
の
外
国
人
旅

行
者
の
受
け
入
れ
人
数
は
、

フ
ラ
ン
ス
が
８
４
４
５
万
人

で
１
位
。

年
の
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
は
１
９
７
４
万

人
で
世
界

位
、
ア
ジ
ア
５

位
だ
っ
た
。

年
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
は
２
４
０
４

万
人
で
、

年
の
ラ
ン
キ
ン

グ
に
あ
て
は
め
る
と
、
世
界

で

位
に
相
当
す
る
。

　
日
本
は
島
国
で
あ
り
、
海

外
か
ら
の
旅
行
者
の
入
国
は

空
路
と
水
路
に
限
ら
れ
る
。

欧
州
な
ど
は
多
く
の
国
が
隣

国
と
陸
続
き
で
陸
路
に
よ
る

入
国
が
多
い
。
同
様
の
条
件

と
な
る
よ
う
に
空
路
ま
た
は

水
路
に
よ
る
外
国
人
旅
行
者

受
け
入
れ
人
数
を
比
較
す
る

と
、

年
の
日
本
は
世
界
で

９
位
、
ア
ジ
ア
で
３
位
と
な

り
、

年
の
実
績
を
あ
て
は

め
る
と
、
世
界
で
８
位
に
相

当
す
る
。

　
た
だ
、
外
国
人
旅
行
者
受

け
入
れ
人
数
は
、
国
・
地
域

ご
と
に
異
な
る
統
計
水
準
で

算
出
さ
れ
て
お
り
、
比
較
の

際
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
空

路
ま
た
は
水
路
に
よ
る
外
国

人
旅
行
者
受
け
入
れ
人
数
に

つ
い
て
も
、
数
値
を
把
握
で

き
な
い
国
・
地
域
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。


